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１　令和６年度 大阪府藤井寺
保健所事業の概要について

(1) 難病患者や要支援児者の災害時の避難訓練につい
　ては保健所単独か、それとも居住地の市町村と連携し
　て行っているのかをお聞きしたい。
　　要支援者の災害時避難に係る名簿作成については、
　保健所で災害時の相談を受ける際には保健所からも登
　録を進めていただきたい。
(2) 検体検査でＬＡＭＰ法を使用しているとのことだが、こ
　れら遺伝子を見る検査と生体検査についてどのような関
　係があるのかをお聞きしたい。

２　大阪府受動喫煙防止対策
の取組

　加熱式たばこと電子たばこが出回っていると思うが、今規
制で電子たばこはニコチンは使用できないとなっているの
で、規制がかからないのではないと思うがいかが。店に入っ
た場合、加熱式たばこか電子たばこかわからないということ
になると、規制はどうなるのか。

３　保健所の感染症対応につ
いて

(1) 議題３について、新型コロナ感染症が２類から５類に
　　なったことで今後自治体としてはどのような対応を考え
　ていけばいいか。
　　新感染症への対応のため、関係諸機関で取り組む必
　要があるのではないかと考えているが、そこに保健所と
　してもぜひ参画していただきたい。
　　また新感染症対策訓練において、市町村や関係機関
　にも必要な情報提供を行えるよう訓練に反映させてほし
　い。
(2) 新型コロナについて、ウイルスのリスクは変わらない
　まま２類から５類になり、どのように対応していけばいい
　か、医療関係者の多くは戸惑ったと思う。
　　また新型コロナ感染症が発症したときに医療機関への
　情報提供が不十分で、誤情報も出回ったことなどが対応
　が遅れた理由ではないか。情報発信は非常に大事。感
　染症に対しては医療関係者はもとより、国民全体が一緒
　になって対応していかなければならない問題だと思う。

４　その他 なし

　加熱式たばこは一般のたばこと同様、規制の対象にな
る。電子式たばこも危険な成分が入っていたりするものも
ある。見た目ではわからないこともあり、どちらも屋内等
で吸うと通報される可能性があると考える。

　 新型コロナウイルス感染症の対応については、
　季節性インフルエンザに準じた対応となっている。た
　だし今後変異等による特性の変化の状況によっては
　対策を考えていく必要があるが、手洗い、換気、必要
　時のマスクの基本的な感染対策が大切である。
　　新感染症の対応については、保健所としても関係
　機関とどのように連携していくかを一緒に考えていく
　必要があると考えている。
　　情報提供については、新型コロナの際にはデマや
　誤情報による差別や偏見が問題になった。正しい情
　報の発信と共有が重要だと考えている。

保健所業務全般について

(1) 難病患者や要支援児者の災害時訓練について
　は、対象となる患者様の希望や状況に合わせて関
　係者、市町村担当者や主治医、訪問看護師等、対象
　の患者様と関わっている職種の方々に呼び掛けて順
　次行っているところ。
(2) ＬＡＭＰ法は遺伝子検査の一つで菌が死んでいて
　も検出できる。風呂水等の環境水について保健所が
　検査をするが、ＬＡＭＰ法と培養法の両方で検査を
　行っている。ＬＡＭＰ法では約４時間、培養法は７日
　後に結果判明となる。ＬＡＭＰ法で陽性となっても、菌
　が死滅している場合は培養法では陽性とでない。

出席者
日　時令和７年度

第１回

保健所の回答

（１）企画調整課業務について　（２）衛生課業務について
（３）地域保健課業務について

議事の要点

協　議　会
役　員　名

藤 井 寺 保 健 所 運 営 協 議 会 開 催 結 果 報 告 書

　　　令和７年７月１０日（木）

大阪府と藤井寺保健所管内における受動喫煙防止の取組
の状況説明

大阪府及び藤井寺保健所における感染症対応の現況と今
後の対応についての説明


